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１ 

１ 「米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ設立の手引き」策定に当たって 

（１） 背景 

    学校部活動は、スポーツや文化芸術に興味・関心のある同好の生徒が、自主的・自発的に参加し、

各部の責任者の指導の下、学校教育の一環として行われ、教員等の献身的な支えにより、本市のス

ポーツ・文化芸術振興の一翼を担ってきた。 

    また、体力や技能の向上を図る目的以外にも、異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教師等

との好ましい人間関係の構築を図り、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養に資す

るなど、学校という環境における生徒の自主的で多様な学びの場として、教育的意義を有してき

た。 

    しかし、少子化が進む中、学校部活動をこれまでと同様な体制で運営することは難しくなって

きており、学校や地域によっては存続が厳しい状況にある。本市においても少子化が進み、スポー

ツ・文化芸術活動において体験格差が生じており、学校の枠を超えた活動ができる環境整備が必要

となってきている。 

    この状況の中、スポーツ庁及び文化庁においては、学校部活動の段階的な地域移行に関する検

討を進め、２０２２年１２月に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方などに関する総合

的なガイドライン」を策定し、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な対策等を示してい

る。 

（２） 趣旨 

国のガイドラインでは、生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するためには、学校と地域 

との連携・協働により、学校部活動の在り方に関して速やかな改革に取り組み、生徒や保護者の負

担に十分配慮しつつ、持続可能な活動環境を整備することが求められている。 

    円滑な地域移行を進めていくため、本市では学校部活動を取り巻く環境の変化に対応し、将来

にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保する必要があ

る。 

    そこで、市や県、関係団体等が連携して地域の運営団体・実施主体による地域スポーツクラブ及

び地域文化芸術クラブを新たに整備するため「米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ設立の手引き」

を策定することとした。 

    本市の学校、スポーツ・文化芸術団体の関係者が、本手引きを踏まえた共通理解の下、地域や種

目の実情に合わせて、様々な手法の中から創意工夫を凝らし、段階的な取り組みを進めていく。 
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2 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの活動について 

地域クラブ活動は、学校の教育課程外の活動として、社会教育法上「社会教育」（主として青少年及

び成人に対して行われる組織的な教育活動、体育及びレクリエーションの活動を含む）の一環として捉

えることができ、また、スポーツ基本法や文化芸術基本法上の「スポーツ文化芸術」として位置づけら

れるものである。したがって、地域クラブ活動は、学校と連携・協働し、学校部活動の教育的意義を継

承，発展しつつ、スポーツ・文化芸術の振興の観点からも充実を図ることが重要である。 

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」より抜粋 

  これを踏まえ、学校部活動で担ってきた生徒のスポーツ・文化芸術の機会を地域スポーツ・文化芸術

から支えにいくという視点も有しつつ、米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ活動の要件等について示

す。 

（１） 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの要件 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは以下の①～④の要件をすべて満たすものとする。 

① 国が通知した「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」

に準じた活動を行っていること。 

② 活動中の事故やトラブル等の管理責任が明らかであり、その解決に向け、必要に応じて学校と連

携する体制が整っていること。 

③ 公認スポーツ・文化芸術指導者資格を有している、または、米沢市が基準として示す指導者資格を

満たしていること。 

④ 規約等に基づいて団体の運営を行い、会計について公の場（団体の総会等）で承認を受け、適切に

処理されていること。 

 

（２） 参加者 

従来の学校部活動に所属している生徒だけでなく、今まで学校部活動に所属していない生徒等、参加

を希望する全ての生徒を対象とする。 

 

（３） 指導者の要件 

生徒にとってふさわしい地域クラブ環境を整備するため、専門性や資質・能力を有する指導者である

こと。また、生徒の多様なニーズに応えられるよう、資質向上に取り組み以下の①～⑤のすべてを満た

す者とする。 

① 成人（満１８歳）に達していること（学生を含む）。 

② 国、山形県、米沢市の指導指針に基づいて指導することができ、日頃から必要な知識や技術の習得

に努めていること。 

③ 地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条各号に該当しないこと。 

④ 過去の指導において体罰、ハラスメント等、指導者として不適格と認められる事項のないこと。 

⑤  ①～④を満たし、かつ、市内競技団体・各文化芸術団体、市教育委員会、市内中学校長のいずれ

かの推薦がある者。 

  米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの指導者については、米沢市教育委員会が承認する。 
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3 地域クラブの運営について 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは、国や県のガイドライン、本市の米沢市スポーツ挑戦文化創造

クラブ設立の手引き、各運動競技団体や各文化芸術団体等が策定する方針を遵守し、生徒それぞれの志

向にあった活動を行うなど、適切な運営が行えるよう、規約等策定、人員体制の整備等を行う。 

（１） クラブ規約等の策定 

  米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは、生徒や保護者に対し、安心して参加できる団体であること

を示すためにクラブ規約等を策定し、入会前に生徒や保護者の理解を十分に得ること。  

 

（２） 適切な休養日の設定 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの活動は生徒の心身の成長に配慮して健康に生活を送れるよ

うに休養日・活動時間を設定する。 

  ① 休養日 

ア 休日の活動は原則として 1 日を休養日とする。 

イ 学校の長期業休業中の休養日の設定は学期中に準じた扱いとし、生徒が十分な休養を取るこ

とができるよう配慮する。 

② 活動時間 

ア １日の活動時間は原則として３時間程度とし、できるだけ短時間に合理的かつ効率的・効果的

な活動を行うこと。 

イ 地域や学校の実態を踏まえて活動時間を工夫すること。 

 

（３） 活動場所 

   活動場所は市内小中学校、公共のスポーツ・文化芸術施設、社会教育施設等、利用可能な施設が活

動場所となる。 

学校施設を利用する際は施設管理者に許可を得て管理者が定めた規則等を遵守する。 

 

（４） 会費の適切な設定と保護者負担軽減 

   米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは生徒や保護者、地域住民等の理解を得つつ活動の運営・維

持に必要な範囲で可能な限り低廉な会費を設定する。 

また、米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは公正かつ適切な会計処理を行い、組織運営に透明性を

確保するため関係者に対する情報開示を適切に行う。 

 

（５） 保険への加入 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは指導者や参加する生徒に対して事故や自身の怪我等の補償

する保険や個人賠償責任保険への加入を義務付ける。保険適用の範囲については活動中のみならず

活動場所への移動中事故等があった場合にも適用を受けることができる内容を検討する。 

（（例）スポーツ安全保険：公益財団法人スポーツ安全協会等） 
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（６） 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブと学校等の連携 

    生徒は地域クラブ活動に加え、地域の活動や、移行期には学校部活動も行うなど、多様な活動を

することが想定される。 

そのために、心身に負担がかかり、健全な発育・発達に弊害が出ることのないよう、学校と活動

内容等の情報を共有し、活動過多の予防に資する。 

   

４ 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの認定について 

（１） 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの認定申請 

    認定を受けようとする団体は、申請書（様式第１号）により、関係資料を添えて申請を行うもの

とする。 

なお申請は、原則として前年度末の３月３１日までに提出する。 

    ただし、年度途中でクラブを設立した場合等は、米沢市教育委員会と相談のうえ、提出する。 

 

（２） 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ認定決定および通知 

    米沢市教育委員会は、米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの認定申請を受け内容を審査し認定

するものとする。 

    米沢市教育委員会は、認定、不認定を決定したとき、米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ認定・

不認定通知書（様式第２号）により通知するものとする。 

米沢市教育委員会は、決定に際し必要と認めるときは、条件を付することができる。 

 

（３） 米沢市からの支援 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブに認定された団体については、以下の支援を米沢市が行う

こととする。 

① 令和７年度は必要に応じて委託契約を結ぶ。 

② 学校施設を使用しての活動については、場所の調整を部活動コーディネーターが行う。 

③ 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブの情報を広く発信する。 

 

（４） 活動計画の変更等 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブに認定された団体は、決定後、活動内容を著しく変更すると

きは、あらためて活動計画書を米沢市教育委員会に提出する。 

 

（５） 活動報告書の提出 

米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブは活動が完了したときは、その日から起算して３０日を経 

過した日、または該当年度の１月３１日のいずれか早い期日までに、活動完了報告書（様式第３

号）事業収支決算書（様式第４号）に関係書類を添えて提出しなければならない。 

 

 

（６） 米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ認定取り消し 
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米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ認定の決定を受けた後、次のいずれかに該当することが判 

明したときは、認定の取り消し及び補助金の全部または一部の返還を命じる。 

① 申請内容に虚偽の申告があったとき。 

② クラブの運営や活動内容が著しく不適当と認められ、改善の勧告やその他指示に従わなかった

とき。 

③ クラブが組織的な違法行為を行い、活動を継続することが社会通念上著しく不適当と判断され

るとき。 

④ その他、地域クラブ活動を継続することが不適当と認められるとき。 

 

５ 個人情報の取り扱いについて 

    米沢市スポーツ挑戦文化創造クラブ届出書等に記載された内容については、地域クラブの円滑

な運営を目的として、米沢市等に提供するため、参加者、指導者、地域クラブ構成員等に同意を得

たうえで届出書を提出する。 

なお、上記目的以外には利用しない。 


